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町
内
会
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー

◎
中
之
島
連
合
振
興
町
会
の
場
合

取
材・文
／
大
迫 

力（
本
誌
）

「
町
内
会
っ
て
何
を
す
る
の
?
」「
ど
ん
な
活
動
し
て
い
る
の
?
」町
内
会
に
加
入
し
て
い
な
い
人
も
増
え
つ
つ
あ
る
中
、

ま
ず
は
町
内
会
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
い
や
す
い
よ
う
に
、中
之
島
連
合
振
興
町
会
の
1
年
間
の
主
な
活
動
を
ご
紹
介
。

●月 花見
　町内会のイベントと言えばやっ
ぱりこれ。ただし、中之島の場合
は桜を眺めるのにいい場所がな
いので、大阪市立科学館の敷地
内に咲くツツジで代用。科学館
裏手のお弁当スペースで飲んだ
り食べたり。大切なのは地域の人
たちが集まり、楽しく過ごせるか
どうか。だからこれでＯＫなのだ。●月 バス旅行

　希望者を募って観光バスに乗って日帰り旅行。
今年は兵庫県三田市で立杭焼体験をしたり、シ
イタケ狩り＆バーベキューも。以前は役員だけで
お金を積み立て１泊旅行をしていたが、最近は親
子連れの参加者が増えたため日帰りに。住む人
に合わせて、少しずつ活動内容も変わりつつある。

●●月 ラジオ体操
　７月下旬から８月末まで、大阪
市立科学館南側の広場で毎朝６
時半から行われている。長く続く
活動ではあるが、以前はもっと期
間が短かったらしい。それが新し
く住み始めた人たちの「私たちも
手伝いますから」の一言で、数年
前から８月いっぱいまで延長する
ことに。いい話だ。

●月 観月会

7 8

　

最
初
に
断
っ
て
お
く
が
、
町
内
会
と
い
う

名
称
の
組
織
は
中
之
島
だ
け
で
な
く
大
阪
市

内
に
も
な
い
。た
だ
、一
般
的
に
イ
メ
ー
ジ
し

や
す
い
の
で
今
回
は
こ
う
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

　

中
之
島
の
町
内
会
の
正
式
名
称
は
「
中
之

島
連
合
振
興
町
会
」。
な
ん
だ
か
重
々
し
い

感
じ
が
す
る
。
中
之
島
に
古
く
か
ら
住
む
人

や
商
売
を
営
む
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
、
ご
覧

の
よ
う
な
活
動
を
続
け
て
き
た
。

　

ど
こ
の
街
で
も
そ
う
だ
が
、
会
員
の
高
齢

化
や
減
少
は
町
内
会
活
動
に
少
な
く
な
い
影

響
を
与
え
て
い
る
。
中
之
島
の
場
合
、
た
だ

で
さ
え
世
帯
数
が
少
な
い
と
こ
ろ
へ
高
齢
化

が
追
い
打
ち
を
か
け
、
一
時
は
中
断
さ
れ
た

活
動
も
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
２
０
０
８
年
に
京
阪
電
車
中

之
島
線
が
開
業
し
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
設
さ

れ
る
と
、
新
し
い
住
民
が
一
気
に
増
え
た
。

し
か
も
、
子
育
て
世
代
の
30
〜
40
歳
台
の
夫

婦
が
多
く
、
イ
ベ
ン
ト
に
は
親
子
連
れ
が
こ

ぞ
っ
て
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
し

た
変
化
を
受
け
て
、
活
動
の
内
容
も
担
い
手

も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
町
内
会
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
だ
け
の
組
織
で
は
な
い
の
で
、
各
種

の
訓
練
や
会
合
な
ど
、
こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
あ
る
。
ま
た
、
中
之
島
の
町
内

会
に
は
オ
フ
ィ
ス
街
と
い
う
場
所
柄
を
反
映

し
て
企
業
会
員
が
多
い
こ
と
や
、
住
民
に
よ

っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情

報
発
信
や
活
動
報
告
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も

特
徴
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

6

4
こ
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
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●月 観月会
　中秋の名月の頃に合わせたお
月見会。お花見と同じく、科学館
裏手のお弁当スペースで。盆踊り
の練習会も兼ねているが、今年は
あいにくの天気であまり盛大には
開催できず。年によっては科学館
の協力を得て、望遠鏡で月の観
測にチャレンジすることも。

町内会に入ってみたい人、
中之島の企業にお勤めの人

イベントに参加しませんか?
　「町内会に入ってみようかな」と思うあなたは、
12月7日（日）の餅つきに参加してみては。会員でな
くても参加可能、中之島にある会社に勤めている
人でもＯＫとのこと。中之島でのつながりを深める
のにはちょうどいい機会だ。ただし、あくまで地元の
人のための行事なので、その点はご理解を。
日時／12月7日（日）11:00AM頃〜4:00PM頃　
場所／中之島4丁目 美術館建設予定地
参加費／1,000円
※内容・開催時間・参加費などは変更の場合あり。
11月上旬にアップされるホームページ情報を参照。
http://nakanoshimarengou.web.fc2.com/

●月 餅つき
　１年の締めくくりはこれ。会員
の高齢化で一時中断していたが、
２年前から復活。ホテルの建設
工事を行っていた建設会社が、工
事現場を会場として提供した。子
供たちは大はしゃぎ、ママさんた
ちからは「つながりができて嬉し
い」との声も。今年は4丁目の美
術館建設予定地で行われる。

　現在の加入件数は約50件。少ないように思え
ますが、企業会員のほか、ビル1棟やマンション
全体で入会しているところもありますので、正確
な人数を挙げるのは難しいんです。
　３〜４年くらい前から、マンションが増えてき
て、街が変わってきたなという実感はあります。
イベントをきっかけに入会してくれる人もいて、
会員数も少しずつ増えています。
　中之島に住んでいる人なら、特に加入のため
の条件はありません。中之島の会社に勤めてい
る方でもけっこうですよ。会費は個人なら月額
300円、法人は月額一口1000円からです。会に入
ってほしいということで、役員が家や企業を回っ
たりすることはないです。
　回覧板や掲示板はないので、行事の案内など
は一戸ずつポスティングで知らせています。いつ
もだいたい1000枚くらい配ってますね。イベント
は子供は無料ですが、大人は会費を取っていま
す。無料よりも会費を払う方が、気兼ねなく参加
しやすいようですね。
　これからは若い人たちにもどんどん役員にな
ってもらいたいですね。小さい子供さんがおら
れる方は行事には積極的に参加してくれるんで
すが、役をやってもらうのは難しい。継続的に
参加して、徐々に覚えてもらう必要があるんです。
　町内会へ入りたいと思ったら、お住まいの場
所の町会長さんに連絡してください。大阪市が
発行している詳細図に連絡先が書いてあります。
でも一番早いのは行事に参加してもらうことか
もしれません。どんな雰囲気か一度見に来てみ
てください。

●月 精
し ょ う

霊
ろ う

流し8

9

12

　お盆の最中、毎年8月15日に行われる。堂島
川の河川敷、中之島バンクスの東側に燭台を設
置。灯りをともした船を川に流すのではなく、ロ
ウソクを献灯して先祖の霊を見送る。企業で働
く人たちがボランティアで手伝っているというの
も、中之島ならではの地域活動と言える。

島
民
の
み
な
さ
ん
、

初
め
ま
し
て
。

写真提供／soramark

中之島連合振興町会会長　

依
よ

田
だ

 均さん

3

島民Vol.76.indd   3 14/10/21   22:14



【北区および周辺の区の地域振興会加入率】

区名

北区

福島区

西区

中央区

平成20年

53.6

62.2

82.1

45.8

22年

62.8

61

89.7

79.9

21年

61.6

62

90.8

80.8

平成22年度の国勢調
査では、市内の共同住
宅が占める割合が70％
を超えた。ワンルームマ
ンションや単身世帯の
増加もあり、都市部の区
では、居住者間や地域
住民との繋がりの希薄
化が懸念されている。

A　

北
区
で
63
％
、西
区
で
90
％

で
す
。（
平
成
22
年
時
点
）

　

平
成
22
年
（
２
０
１
０
）
で
は
、

市
民
の
約
70
％
・
86
万
世
帯
が
加
入

し
て
い
ま
す
。
地
域
振
興
会
結
成
当

時
の
昭
和
50
年
（
１
９
７
５
）
に
は

約
90
％
を
超
え
る
加
入
率
が
あ
っ
た

と
言
わ
れ
て
お
り
、
年
々
低
く
な
っ

て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
中
之

島
が
あ
る
北
区
は
、
平
成
22
年
度
の

時
点
で
約
63
％
と
平
均
を
下
回
っ
て

い
ま
す
。

　

浪
速
区
（
約
57
％
）
な
ど
も
そ
う

で
す
が
、
都
市
部
の
区
は
流
動
人
口

が
多
く
、
賃
貸
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
ん

で
３
年
ほ
ど
で
ま
た
転
居
し
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま
す
。
現
在
は

マ
ン
シ
ョ
ン
が
増
加
し
、
世
帯
数
が

増
え
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
都
心
に

住
む
人
は
腰
を
落
ち
着
け
て
町
会
に

入
る
と
い
う
考
え
に
は
つ
な
が
っ
て

い
な
い
よ
う
で
す
。

　

一
方
、
子
育
て
層
が
多
く
住
む
鶴

見
区
や
西
区
で
は
、
約
90
％
の
加
入

率
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
い
は
東
成
区

の
よ
う
に
古
く
か
ら
の
住
宅
が
多
い

大
阪
市
東
部
で
も
、
加
入
率
は
約
80

％
と
高
め
で
す
。

加
入
率
は

ど
れ
く
ら
い
な
ん
で
す
か
?

Q2

 あなたの街でも活動しています。

大阪の「町内会」基礎知識
◎話を聞いた人　大阪市地域振興会 事務局長 桧 亜矢子さん　取材協力／大阪市市民局

取材・文／江口由夏（本誌）

【大阪市地域振興会の組織構成】

大阪市地域振興会
１

大阪市●区
〇〇連合振興町会

333

大阪市●区地域振興会
24

大阪市●区
〇〇連合△△振興町会

4,070

大阪市●区
〇〇連合△△振興町会■班

約70,000

例えば、中之島連合振興町会は、北区にある19の
連合振興町会のうちの一つ。世帯数の増減により、
隣の町会と合併したり分裂することもある。

回
覧
板
を
回
し
た
り
、

盆
踊
り
を
す
る
の
が

町
内
会
で
す
よ
ね
?

Q1

加入率（％）

A　

回
覧
板
も
盆
踊
り
も
大
事
な

活
動
の
一つ
。で
も
、地
域
に
よ
っ
て

活
動
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
「
町
内
会
」
と
い
う
の
は
、
あ
く
ま

で
も
住
民
自
治
組
織
の
総
称
で
、
大

阪
市
で
は
「
振
興
町
会
」
が
正
式
名

称
で
す
。
世
帯
数
な
ど
の
規
模
に
よ

っ
て
名
称
が
変
わ
り
、
活
動
内
容
に

よ
っ
て
実
施
主
体
が
異
な
り
ま
す
。
例

え
ば
回
覧
板
で
広
報
活
動
を
行
う
の

は
、
ご
近
所
さ
ん
同
士
約
20
世
帯
で

構
成
さ
れ
る
最
小
単
位
の
「
班
」。
次

に
い
く
つ
か
の
班
が
集
合
し
、
約

1
5
0
世
帯
で
構
成
さ
れ
る
「
振
興

町
会
」。
そ
し
て
概
ね
小
学
校
通
学
区

域
を
も
と
に
振
興
町
会
が
集
ま
り
、「
連

合
振
興
町
会
」
が
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
盆
踊
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
振

興
町
会
や
連
合
振
興
町
会
で
行
う
こ

と
が
多
い
た
め
、「
町
内
会
」
と
聞
い

て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
２

つ
の
組
織
の
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、時
代
に
よ
っ
て「
町
内
会
」

が
指
す
意
味
は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。
会
員
が
多
か
っ
た
昔
は
振
興
町

会
規
模
の
活
動
も
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
加
入
率
が
右
肩
下
が
り
に
な
っ

て
き
た
近
年
で
は
、
盆
踊
り
な
ど
は

連
合
振
興
町
会
単
位
で
行
う
こ
と
が

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
お

年
寄
り
と
若
い
方
が
話
す
町
会
は
、

意
味
が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

4
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A　

イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
づ
く
り
の
ほ
か
、災
害
救
助
や
献

血
な
ど
の
日
本
赤
十
字
社
事
業
へ

の
協
力
、市
政
や
区
政
へ
の
協
力
、の

「
三
本
柱
」を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
盆
踊
り
や
運
動
会
、
餅
つ

き
大
会
な
ど
、
地
域
行
事
の
主
催
。

内
容
は
地
域
に
よ
っ
て
自
由
な
の
で

「
う
ち
の
町
会
は
お
年
寄
り
が
多
い
か

ら
、お
花
見
も
開
こ
う
」
と
い
う
例
も
。

環
境
美
化
の
た
め
の
町
内
清
掃
や
古

紙
回
収
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
も

行
い
ま
す
。
朝
や
夕
方
に
小
学
校
の

通
学
路
に
立
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の

見
守
り
活
動
を
し
て
い
る
人
を
見
か

け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？　

あ

れ
も
町
会
活
動
の
一
環
。
最
近
で
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
り
、
広

報
誌
を
発
行
し
て
外
部
に
情
報
発
信

す
る
地
域
も
増
え
て
い
ま
す
ね
。

　

ま
た
、
地
域
振
興
会
の
設
立
に
は

赤
十
字
奉
仕
団
が
深
く
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
町
内
会
で
は
普
段
か

ら
防
災
意
識
が
高
ま
る
よ
う
な
訓
練

や
、
救
急
法
講
習
会
を
開
い
て
参
加

を
促
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
７
年
（
1
9
9
5
）
の
阪
神

淡
路
大
震
災
で
は
、
が
れ
き
の
下
か

ら
救
助
さ
れ
た
方
の
約
８
割
が
、
近

隣
に
住
ん
で
い
る
方
々
に
よ
っ
て
救

助
さ
れ
ま
し
た
。
回
覧
板
を
回
す
と

い
っ
た
小
さ
な
行
動
で
も
、
顔
を
合

わ
せ
る
こ
と
で
隣
近
所
と
の
縁
は
生

ま
れ
る
も
の
で
す
。
よ
く
「
メ
リ
ッ

ト
は
？
」
と
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

き
ま
す
が
、普
段
か
ら
の“
つ
な
が
り
”

や“
絆
”は
、メ
リ
ッ
ト
に
留
ま
ら
な

い
重
要
な
も
の
の
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

防
災
や
防
犯
と
い
っ
た
「
公
共
」

の
部
分
は
、
や
は
り
地
域
団
体
と
大

阪
市
の
連
携
が
必
要
。
昔
か
ら
回
覧

板
や
町
会
掲
示
板
を
使
い
、
市
や
区

の
取
り
組
み
を
共
有
し
て
き
ま
し
た
。

行
政
が
見
落
と
し
が
ち
な
地
域
住
民

の
意
見
や
要
望
を
ま
と
め
、
大
阪
市

と
市
民
を
繋
ぐ
重
要
な
役
割
だ
っ
た

ん
で
す
。
こ
う
し
た
行
政
協
力
や
、

福
祉
の
向
上
な
ど
市
の
施
策
に
繋
が

る
活
動
に
基
づ
い
て
、
大
阪
市
か
ら

は
交
付
金
や
補
助
金
と
い
う
形
で
交

付
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、「
公
共
」
分
野
は
拡
大
し

続
け
、
地
域
団
体
だ
け
で
担
う
の
は

次
第
に
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
近
年
誕
生
し
た
の
が
「
地
域

活
動
協
議
会
」。
N
P
O
や
企
業
も
地

域
活
動
の
運
営
に
携
わ
る
こ
と
で
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
固
と
な
り
、
会
計

の
透
明
性
を
確
保
し
な
が
ら
地
域
課

題
に
取
り
組
む
、
新
し
い
仕
組
み
が

浸
透
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
他
に
は

ど
ん
な
活
動
が
?

毎年10月半ばの土曜日は、「堂島・中之島連合合同避難所開設訓
練」を実施。消火器の操作訓練やAED実技、水害に悩んできたこの地
域ならではの土のう作りで、住民間の防災意識を高めていく。

Q3

A 

40
年
前
に
で
き

ま
し
た
が
、ル
ー
ツ

は
さ
ら
に
さ
か
の
ぼ

り
ま
す
。

　

大
阪
人
は
古
く
か

ら
生
活
地
域
へ
の
愛

着
が
強
い
よ
う
で
、

全
国
的
に
み
て
も
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

の
取
り
組
み
が
熱
心

で
す
。「
町
内
会
」

が
置
か
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
は
、
第
二

次
世
界
大
戦
中
の
昭
和
15
年
（
１
９

４
０
）。
自
治
会
や
少
人
数
の「
隣
組
」

と
い
っ
た
組
織
を
形
成
し
ま
し
た
が
、

戦
争
に
国
民
を
総
動
員
す
る
た
め
の

性
格
を
強
め
て
い
き
、
大
政
翼
賛
会

の
下
部
組
織
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た

こ
と
か
ら
G
H
Q
（
連
合
国
最
高
司

令
官
総
司
令
部
）
は
こ
れ
ら
の
組
織

の
廃
止
と
解
散
を
命
じ
ま
し
た
。

　

戦
後
復
興
や
災
害
救
助
の
必
要
が

高
ま
り
、
日
本
赤
十
字
社
が
「
赤
十

字
奉
仕
団
」
の
設
立
を
呼
び
か
け
た

の
も
同
時
期
の
昭
和
22
年
（
１
９
４

７
）
で
、
大
阪
市
の
全
区
で
結
成
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

が
い
わ
ゆ
る
町
内
会
の
起
源
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
も
と
も
と
災
害
救
助

や
炊
き
出
し
な
ど
の
防
災
や
衛
生
を

目
的
と
し
た
団
体
で
し
た
が
、
急
激

な
人
口
増
加
や
都
市
化
に
伴
い
、
地

域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
。
そ
こ
で
赤

十
字
奉
仕
団
の
枠
を
超
え
、
先
述
の

「
三
本
柱
」
を
担
う
大
阪
市
地
域
振
興

会
が
昭
和
50
年
（
１
９
７
５
）
に
結

成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
ル
ー
ツ
か
ら
、
助
け
合

い
や
支
え
合
い
の
大
切
さ
を
知
る
ご

年
配
の
方
々
は
、
昔
な
が
ら
の
つ
な

が
り
を
守
り
た
い
思
い
で
熱
心
に
活

動
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

上／中之島も多大な被害を
被った昭和36年（1961）の
第２室戸台風では各地で赤
十字奉仕団が出動し、救助
や復旧支援に立ち回った。右
／外国への物資支援も熱心。

い
つ
、ど
の
よ
う
に

生
ま
れ
た
の
で
す
か
?

Q4

5

島民Vol.76.indd   5 14/10/21   19:59



キーワードで考える

 町内会ライフ
中之島の町内会に増えているという若い世代の新入会員。
新しく引っ越してきた人たちは、町内会についてどう思っているのか。
入会のきっかけ、メリット&デメリット、役員の長老方のこと…
リアルな意見から、町内会の今が見えてきた。
構成／大迫 力（本誌）

小國展
のぶ

豊
とよ

さん
美季さん
◎会員歴：約2年半
2008年に中之島へ引っ越
し。早朝のラジオ体操がや
りたいと思ったのをきっかけ
に入会。お子さんは５歳と３
歳の男の子が2人。

前林慎吾さん
美樹さん
◎会員歴：約2年
2009年に中之島へ。森さ
んと同じマンション。お子さ
んの保育園が同じ小國さん
の誘いでバス旅行に参加し
たのを機に入会。

森 克
よし

典
のり

さん
◎会員歴：約2年
2009年に中之島へ。奥様
と二人暮らし。当初は「10
年くらい」と思っていたが、
住み心地の良さに今や町
内会の役員も務める。

３丁目にある［喫茶Bois＝ボア］は、会
議の場所になることも多く、中之島連
合振興町会の大切な拠点でもある。

 【
盆
踊
り
】

　
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
も
練
習
会
を

開
催
し
た
が
、近
年
、都
市
部
を
中
心

に
新
旧
の
地
域
住
民
を
つ
な
ぐ
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
見
直
さ
れ
つ
つ
あ
る
。盆

踊
り
の
い
い
と
こ
ろ
は
、「
踊
り
を
知
っ

て
い
る
年
輩
者
が
格
好
良
く
見
え

─
─
会
員
に
な
っ
て
み
て
い
か
が
で
す
か
？

前
林（
妻
）　
子
供
が
少
な
い
と
い
う
の
も
あ
っ
て
、

長
老
の
方
々
に
可
愛
が
っ
て
い
た
だ
い
て
。

小
國（
夫
）　
僕
た
ち
若
手
で
す
か
ら
ね
。

森
　
そ
う
。
私
で
す
ら
若
手
で
す
か
ら
。
若
い
人

が
入
っ
て
く
れ
て
喜
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

小
國（
妻
）　
で
も
、
今
の
と
こ
ろ
そ
の
長
老
の
方
々

が
メ
イ
ン
で
や
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
て
、
私
た
ち

は
“
お
呼
ば
れ
”
し
て
い
る
だ
け
。
女
性
は
特
に

そ
う
で
す
ね
。
自
分
た
ち
が
何
か
し
な
い
と
い
け

な
い
と
い
う
感
じ
に
は
な
っ
て
な
い
の
で
。

前
林（
妻
）　
と
い
う
か
、
ま
だ
も
て
な
し
て
も
ら

っ
て
る
。

小
國（
妻
）　
そ
う
そ
う
。
た
だ
た
だ
楽
し
い
。
私

は
ず
っ
と
盆
踊
り
が
や
り
た
か
っ
た
ん
で
す
。

入
っ
て
み
た
ら
、
お
祭
り
が
な
い
か
ら
中
之
島
で

踊
る
場
所
は
な
い
け
ど
、
一
応
浴
衣
が
あ
る
こ
と

も
わ
か
っ
て
。そ
れ
で［
喫
茶Bois
＝
ボ
ア
］さ
ん

で
や
っ
て
い
る
踊
り
の
稽
古
に
も
参
加
し
た
り
。

前
林（
夫
）　
だ
い
ぶ
力
入
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

新入会員の
みなさんに集まって
いただきました!

 【
長
老
】

　
町
内
会
の
役
員
を
初
め
と
し
た
高

齢
の
コ
ア
メ
ン
バ
ー
。役
員
を
務
め
る

た
め
に
は
、常
に
地
元
に
い
て
時
間
に

融
通
が
利
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

そ
の
た
め
自
営
業
の
人
が
選
ば
れ
る

ケ
ー
ス
が
一
般
的
だ
。当
然
な
が
ら
町

内
会
を
支
え
る
屋
台
骨
な
の
だ
が
、

メ
ン
バ
ー
の
固
定
化
を
招
き
が
ち
で
、

そ
れ
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
な
ど
一
般

会
員
と
の
溝
を
生
む
こ
と
も
。高
齢

化
が
進
む
中
、新
旧
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
多
く
の
町
内
会
が
抱

え
る
テ
ー
マ
と
言
え
る
。
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 【
子
育
て
世
代
】

　

近
所
で
の
つ
な
が
り
を
一
番
求
め
て

い
る
世
代
で
あ
り
、す
な
わ
ち
町
内
会

へ
の
関
心
は
高
い
。実
際
、中
之
島
の

餅
つ
き
に
参
加
し
た
子
連
れ
の
マ
マ
さ

ん
も
、「
ふ
だ
ん
は
帰
り
が
遅
く
、付

き
合
い
が
な
い
の
で
来
た
」と
話
し
て

い
た
。

　

町
内
会
は
年
配
者
が
多
く
若
い
人

は
興
味
が
な
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
語

ら
れ
が
ち
だ
が
、家
族
構
成
な
ど
暮

ら
し
方
が
大
き
く
影
響
す
る
よ
う
だ
。

実
際
、単
身
者
が
多
い
地
域
は
町
内

会
へ
の
加
入
率
も
低
い
傾
向
が
あ
る

（
Ｐ
５
）。「
地
域
と
の
つ
な
が
り
」は
、

子
育
て
世
代
に
は
心
強
い
が
、長
期

間
住
ま
な
い
人
や
単
身
者
や
学
生
た

ち
に
は
ア
ピ
ー
ル
し
づ
ら
い
。そ
う
し

た
人
た
ち
が
参
加
し
や
す
い
取
り
組

み
も
あ
れ
ば
理
想
的
だ
が
、そ
こ
ま
で

求
め
る
の
は
酷
か
も
し
れ
な
い
。

る
」と
い
う
点
。当
日
だ
け
で
な
く
、

練
習
会
で
若
者
が
お
年
寄
り
に
踊
り

や
浴
衣
の
着
付
け
の
手
ほ
ど
き
を
受

け
る
機
会
も
あ
り
、町
内
会
的
に
は

ぴ
っ
た
り
の
イ
ベ
ン
ト
と
言
え
る
。

小
國（
妻
）　

私
一
人
だ
と
他
の
方
々
の
勢
い
に
負

け
る
（
笑
）。
で
も
、
前
林
さ
ん
も
一
緒
に
や
っ

て
く
れ
る
っ
て
言
う
か
ら
。
そ
う
い
う
の
も
や
っ

ぱ
り
楽
し
い
。

─
─
お
子
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
の
影
響
は

あ
り
ま
す
か
？

小
國（
妻
）　

子
供
が
い
る
の
は
大
き
い
で
す

ね
。
や
っ
ぱ
り
年
配
の
方
に
可
愛
が
っ
て
も
ら

え
る
の
は
嬉
し
い
で
す
し
、
こ
れ
か
ら
小
学
生
に

な
っ
た
時
に
、
帰
り
道
に
知
っ
て
る
人
が
い
る
可

能
性
が
あ
る
と
い
う
の
は
心
強
い
で
す
。
小
さ
い

う
ち
は
会
う
機
会
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、

一
人
で
行
動
す
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
安
心
か
な
。

前
林（
夫
）　

特
に
子
供
が
い
る
と
、
見
守
っ
て
も

ら
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
が
あ
り
ま
す
ね
。

森　

中
之
島
に
で
き
た
マ
ン
シ
ョ
ン
に
入
る
の
は
、

私
た
ち
み
た
い
な
夫
婦
だ
け
と
い
う
家
族
は
少
な

い
ん
で
す
。
リ
タ
イ
ア
し
た
層
の
方
と
30
歳
代
の

若
い
方
が
多
い
ん
で
す
ね
。
中
之
島
の
町
会
の
人

は
生
粋
の
地
元
の
人
だ
か
ら
温
か
い
し
、“
お
も

て
な
し
”
し
て
く

れ
て
い
る
み
た
い

な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

街
自
体
も
も
の
す

ご
く
き
れ
い
に
な

り
ま
し
た
よ
ね
。「
大
阪
に
も
こ
ん
な
い
い
と
こ

ろ
が
あ
る
ん
や
」
っ
て
。
パ
リ
に
行
っ
た
こ
と
あ

り
ま
す
？　

似
て
る
で
し
ょ
。

小
國（
夫
）
　

そ
れ
は
ち
ょ
っ
と
無
理
が
あ
る
気
が
…
。

森　

ま
あ
、
長
く
住
む
こ
と
で
そ
う
い
う
風
に
変

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
─
た
だ
、
そ
う
し
て
何
か
を
や
ろ
う
と
す
る
と

担
い
手
が
必
要
で
す
よ
ね
。
町
内
会
に
入
っ
た
と

は
言
え
、
そ
こ
ま
で
は
考
え
て
い
な
い
の
で
は
？

前
林（
夫
）　

僕
は
逆
に
何
も
し
な
い
の
も
悪
い
な

と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
ん
で
す
。
ご
年
配
の
方
が

作
業
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
ど
こ
か
手
持
ち
ぶ

さ
た
で
申
し
訳
な
い
。
言
っ
て
く
れ
た
ら
や
る
の

に
と
い
う
思
い
も
あ
る
ん
で
す
け
ど
、
気
を
使
っ

て
く
れ
て
い
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。
こ
ち
ら
か
ら
も

言
っ
て
い
く
べ
き
な
ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど
。

小
國（
夫
）　

こ
れ
は
ど
こ
の
街
も
同
じ
よ
う
な
感

じ
で
す
よ
ね
。
僕
た
ち
が
前
に
住
ん
で
い
た
と
こ

ろ
で
は
、
何
か
行
事
が
あ
っ

て
も
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
の

人
に
は
声
す
ら
か
か
ら
な
い

ん
で
す
。
古
く
か
ら
住
ん
で

い
る
人
た
ち
だ
け
で
や
っ
ち

ゃ
う
。
中
之
島
の
場
合
は
ま

だ
ポ
ス
ト
に
チ
ラ
シ
を
投
函

し
て
く
れ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
感

じ
が
あ
る
か
ら
、
新
し
い
住
民
で
も
入
り
や
す
い

と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
そ
れ
に
応
え
る
感
じ

で
こ
ち
ら
も
何
か
し
な
い
と
い
け
な
い
。

　

で
も
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
お
月
見
会
も
い
い
ん

で
す
が
、
結
局
食
べ
に
行
っ
た
ら
そ
れ
で
終
わ
り
。

一か
ら
立
ち
上
げ
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ

れ
ば
い
い
の
で
す
が
。
今
の
ま
ま
で
は
企
画

や
運
営
か
ら
入
る
場
面
が
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

前
林（
夫
）　

そ
う
で
す
ね
。
確
か
に
そ
こ
へ
向
か

っ
て
盛
り
上
が
っ
て
い
く
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
、

一
体
化
し
や
す
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

森　

古
参
の
方
た
ち
に
は
、
今
ま
で
培
っ
て
き
た

プ
ラ
イ
ド
と
か
、
た
く
さ
ん
の
も
の
が
あ
り
ま
す

 【
マ
ン
シ
ョ
ン
】

　

大
規
模
な
マ
ン
シ
ョ
ン
の
住
民
と

の
付
き
合
い
方
は
、町
内
会
の
課
題
の

一つ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。マ
ン
シ
ョ
ン

の
自
治
会
や
管
理
組
合
に
加
入
し
て

い
る
た
め
、町
内
会
に
は
入
る
必
要
が

な
い（
入
り
た
く
な
い
）と
考
え
る
住

民
も
い
る
。ま
た
、会
員
数
が
少
な
い

と
こ
ろ
に
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
っ
た

り
す
る
と
、マ
ジ
ョ
リ
テ
ィ
の
新
住
民

に
対
し
て
町
内
会
側
が
ア
レ
ル
ギ
ー

反
応
を
示
す
場
合
も
。こ
の
あ
た
り

は
地
域
ご
と
の
事
情
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
よ
う
だ
。

 【
イ
ベ
ン
ト
】

　

町
内
会
に
は
花
見
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

な
ど
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
的
要
素
の
強

い
イ
ベ
ン
ト
も
あ
る
が
、単
に
集
ま
っ

て
楽
し
む
た
め
で
は
な
く
、地
縁
を

深
め
る
こ
と
が
目
的
。そ
こ
が
友
人

な
ど
と
の
集
ま
り
と
は
決
定
的
に
違

う
点
だ
ろ
う
。だ
か
ら
、イ
ベ
ン
ト
的

な
観
点
か
ら
町
内
会
を
見
る
と
物
足

り
な
く
感
じ
ら
れ
る
し
、む
し
ろ
気
の

合
う
仲
間
同
士
の
方
が
楽
し
い
気
が

し
て
し
ま
う
。

　

ま
た
、町
内
会
の
目
指
す
も
の
が

「
地
縁
」で
あ
る
以
上
、「
楽
し
そ
う

な
イ
ベ
ン
ト
だ
け
顔
を
出
す
」と
い
っ

た
こ
と
は
し
づ
ら
い
面
も
あ
る
。清
掃

活
動
や
避
難
訓
練
、よ
く
わ
か
ら
な

い
会
合
な
ど
、ち
ょ
っ
と
面
倒
く
さ
い

活
動
も
も
れ
な
く
付
い
て
く
る
。そ

の
あ
た
り
が
熱
心
な
人
は
熱
心
だ
が
、

関
心
の
薄
い
人
は
ま
っ
た
く
参
加
し

な
い
と
い
う
温
度
差
に
つ
な
が
り
や
す

い
の
か
も
し
れ
な
い
。

町内会の行事ではないが、8月にグラン
キューブ大阪で行われた「中之島なつ
まつり」でも、目玉は盆踊りだった。さま
ざまな場面で、盆踊りの人と人を結び
つける力が見直されつつある。
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 【
安
心
感
】

 

「
町
内
会
に
入
る
と
顔
と
名
前
を
覚

え
て
も
ら
え
る
」「
あ
い
さ
つ
を
交
わ

す
よ
う
に
な
っ
た
」な
ど
、具
体
的
に

何
が
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、安
心

し
て
住
め
る
と
い
う
声
は
根
強
い
。

　

こ
う
し
た
目
に
見
え
な
い
効
果
と

は
別
に
、実
際
的
な
利
点
と
し
て
真

っ
先
に
挙
が
る
の
が
防
災
・
防
犯
面
だ
。

自
然
災
害
が
起
こ
っ
た
時
や
、地
域
で

の
防
犯
活
動
に
お
い
て
町
内
会
が
果

た
す
役
割
は
や
は
り
大
き
い
。先
述
し

た
よ
う
に
、確
か
に
イ
ベ
ン
ト
は
地
域

で
な
く
て
も
で
き
る
が
、災
害
や
犯

罪
な
ど
何
か
起
こ
っ
た
時
に
頼
り
に

な
る
の
は
地
域
の
人
た
ち
の
存
在
な

の
だ
。

よ
ね
。
若
い
人
た
ち
は
「
中
之
島
っ
て
い
い
と
こ

ろ
や
な
」
と
は
思
っ
て
い
る
け
ど
、
一
生
住
も
う

と
い
う
気
持
ち
に
は
ま
だ
な
っ
て
い
な
い
。
私
は

そ
れ
を
上
手
に
つ
な
い
で
い
く
役
割
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
町
内
会
の
存
在
は
大
き
い

で
す
よ
。
も
し
な
か
っ
た
ら
、
こ
う
や
っ
て
話
を

す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
思
う
。

小
國（
夫
）　

な
い
な
い
。

森　

今
、
徐
々
に
人
数
も
増
え
つ
つ
あ
る
し
、
価

値
は
す
ご
く
あ
る
と
思
い
ま
す
。
さ
っ
き
お
二
人

が
言
わ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
だ
ん
だ
ん
手
伝
お
う

か
っ
て
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
く
れ
る
。
入
ら
な

い
人
が
い
て
も
、
そ
れ
は
そ
れ
で
い
い
ん
で
す
よ
。

─
─
あ
ら
た
め
て
「
会
員
」
に
な
る
意
味
を
考
え

る
と
、
ど
ん
な
も
の
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

前
林（
夫
）　

イ
ベ
ン
ト
の
時
と
か
は
、
誰
が
会
員

か
と
い
う
の
は
わ
か
ら
な
い

ん
で
す
よ
。

前
林（
妻
）　

町
内
会
に
入
っ

て
も
入
ら
な
く
て
も
、
同
じ

よ
う
に
行
事
に
は
参
加
で
き

る
ん
で
す
。
だ
っ
た
ら
入
ら

な
く
て
い
い
か
と
思
っ
て
い

る
人
も
多
い
気
が
す
る
。
逆
に
「
入
っ
た
ら
遊
べ

る
よ
」
っ
て
い
う
感
じ
だ
っ
た
ら
も
っ
と
増
え
る

の
か
な
？　

で
も
、
今
の
方
が
参
加
し
や
す
い
の

は
も
ち
ろ
ん
し
や
す
い
し
。

前
林（
夫
）　

地
域
と
し
て
何
を
求
め
て
い
る
か
で

す
ね
。
参
加
す
る
だ
け
な
ら
会
員
だ
ろ
う
が
非
会

員
で
あ
ろ
う
が
構
わ
な
い
。
昔
は
来
る
人
＝
会
員

だ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
ね
。

小
國（
妻
）　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
会
員
に
な
っ
た
方

が
名
前
と
か
覚
え
て
も
ら
え
や
す
い
し
。
住
む
街

に
関
わ
っ
て
い
る
感
じ
が
す
る
。

前
林（
夫
）　

う
ち
に
限
っ
て
言
う
と
、
地
元
の
お

付
き
合
い
と
か
は
嫌
い
じ
ゃ
な
い
。
む
し
ろ
中
之

島
に
住
む
に
あ
た
っ
て
一
番
懸
念
し
た
の
は
、
ご

近
所
同
士
で
も
付
き
合
い
の
な
い
ド
ラ
イ
な
関
係

だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
い
う
こ
と
。
そ
う
い
う

意
味
で
は
子
供
を
抜
き
に
し
て
も
、
何
か
に
所

属
し
て
い
る
と
い
う
安
心
感
が
あ
っ
て
良
か

っ
た
で
す
。
そ
れ
を
鬱
陶
し
い
と
感
じ
る
人
も
い

る
で
し
ょ
う
が
。

小
國（
夫
）　

あ
る
時
、
市
議
会
議
員
の
方
と
つ
な

が
り
が
ほ
し
い
と
い
う
場
面
が
あ
っ
て
、
町
内
会

か
ら
つ
な
が
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。
普
通
に
住
ん
で

い
た
ら
そ
ん
な
こ
と
あ
り
得
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

で
も
、
行
政
側
か
ら
見
た
接
点
っ
て
、
や
っ

ぱ
り
町
内
会
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。
い
き
な
り
１

人
で
区
役
所
に
陳
情
に
行
っ
た
っ
て
聞
い
て
く
れ

な
い
で
す
か
ら
。
町
内
会
と
い
う
組
織
は
、
地
元

の
声
を
届
け
る
た
め
に
は
そ
れ
な
り
に
強
い
ん
で

す
よ
ね
。
こ
れ
は
大
事
だ
な
と
、
入
っ
て
か
ら
わ

か
り
ま
し
た
。

前
林（
夫
）　

こ
の
前
の
お
月
見
の
時
に
、
長
く
住

ん
で
お
ら
れ
る
方
か
ら
中
之
島
の
歴
史
に
つ
い
て

う
か
が
っ
て
、
非
常
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
町

内
会
に
入
ら
な
け
れ
ば
、
な
か
な
か
そ
う
い
う
話

を
聞
く
機
会
も
な
い
で
す
か
ら
ね
。

森　

最
初
不
安
だ
っ
た
の
は
役
員
に
若
い
人
が
い

な
い
こ
と
。
で
も
、
こ
う
や
っ
て
み
な
さ
ん
集
ま

っ
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
動
い
て
く
れ
る
か
ら
、
長
老

の
方
、
若
い
人
、
み
ん
な
の
力
で
新
し
い
町
会
を

つ
く
っ
て
い
け
る
。
と
て
も
心
強
い
で
す
ね
。

先述の避難所開設訓練（Ｐ５）では、こ
のような「煙中訓練」も行われた。火災
時、煙の中でどうやって避難するかを学
ぶ。こうした取り組みは、地域の中でや
っておくからこそ意味がある。

 【
行
政
の
窓
口
】

　

こ
れ
だ
け
便
利
な
世
の
中
に
な
り
、

き
れ
い
な
街
に
住
ん
で
い
る
と
、自
分

た
ち
が
行
動
を
起
こ
し
て
何
か
を
変

え
る
と
い
っ
た
こ
と
は
想
像
し
づ
ら
い

か
も
し
れ
な
い
。と
は
言
え
、１
人
の

声
で
は
聞
き
取
ら
れ
に
く
い
の
も
事

実
。あ
る
い
は
、１
人
で
は
声
を
あ
げ

づ
ら
い
人
も
多
い
。古
い
会
員
の
人
に

こ
れ
ま
で
ど
ん
な
や
り
取
り
が
あ
っ
た

か
を
聞
く
の
も
、貴
重
な
機
会
に
な

る
だ
ろ
う
。
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日時／2014年12月15日（月） 
6:30PM〜8:00PM（開場6:00PM〜）

会場／芝川ビル４F モダンテラス
受講料／3,000円（ウイスキー試飲3種あり）
定員／40名
主催／ナカノシマ大学
協力／アサヒビール　芝川ビル　The Court　

募
集
要
項

お名前・ご住所・電話番号を明記の上、下記までハガキ、ファックス、もし
くはＨＰ内の応募フォームからお申し込みください。ハガキ、ファックスに
ついては、複数名でご参加希望の場合は、人数分の必要事項を明記してく
ださい。また、講座名を必ずお書き添え下さい。

〒530-0004 大阪市北区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4階
「ナカノシマ大学12月講座」受付係　FAX.06-4799-1341

※先着順で受付を確認し次第、順次、受講票をお送りします。
※定員に達した時点で申し込みは締め切らせていただきます。
※未成年の方のご応募はお断りいたします。
※当日のお車ならびに自転車でのご来場はご遠慮ください。

 「船場ウイスキー夜話」

21世紀の
懐徳堂
プロジェクト

ケータイからは
こちら！→

お問い合わせ☎ 06-4799-1340
（ナカノシマ大学事務局） 

ナカノシマ大学の最新情報は 
http://www.nakanoshima-univ.com

ウイスキーがとても気になるこの頃、
ニッカゆかりの地・芝川ビルで、
歴史を知り、テイスティングを楽しもう!

　先月号「島民とウイスキー」では、大阪
と国産ウイスキーの意外に深いつながり
をご紹介。NHK朝の連続テレビ小説『マ
ッサン』のモデルであるニッカウヰスキー
創業者の竹鶴政孝や、彼と切磋琢磨しサ
ントリーを築いた鳥井信治郎ら4人の男
たちの熱い物語は、いつにも増して大き
な反響をいただいた。
　そんな今だからこそ、ウイスキーを味わっ
てみたい。ということで、昭和9年（1934）
にニッカの設立総会が開かれた船場の
芝川ビルで、トーク＆テイスティング講座

を開催する。第1部では、芝川ビルを管理
する千島土地株式会社の川嵜千代さん
に、竹鶴の事業を支援した芝川又四郎と
の友情を中心に、船場の街とのつながり
を語っていただく。
　そして第2部はテイスティング。芝川ビ
ル1階のウイスキーパブ［The Court］の
店長であり、「竹鶴シニアアンバサダー」
の資格を持つ金崎愛子さんが、ニッカの
ウイスキーの魅力を教えてくれる。80年
前、実際に竹鶴たちが足を運んだ場所で
味わうウイスキーの味はきっと格別だろう。

今だから
知りたい、飲みたい

第1部
トーク
川嵜千代さん
地下の金庫室で発見された年
代物のニッカのボトルなど、芝
川ビル秘蔵の資料も見せてく
れるそう。これは貴重だ。

第2部
テイスティング
金崎愛子さん
アンバサダーとして全
国でもトップクラスの
成績を誇る。講座では

「竹鶴」を含む3種の
ウイスキーを試飲。

2014年12月講座

 「船場ウイスキー夜話」
講師／川嵜千代
　　　 （千島土地株式会社）
　　　金崎愛子
　　　 （The Court／竹鶴シニアアンバサダー）

◎今月の授業

 【ウイスキー】

芝川又四郎

竹鶴政孝

写真提供／アサヒビール　千島土地
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天
満
天
神
繁
昌
亭
で
は
、土
地
を
提
供
し
て
い
る
大
阪
天
満
宮
に
敬
意
を
表
し
、

毎
月
25
日
の
夜
席
を「
天
神
寄
席
」と
銘
打
ち
、さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
開
催
し
て
い
る
。

11
月
は
、大
坂
で
財
を
築
い
た
商
人
た
ち
の
生
活
に
焦
点
を
当
て
る
。

鼎
談
の
ゲ
ス
ト
に
は
、大
阪
商
工
会
議
所
第
25
代
会
頭
で
あ
る

佐
藤
茂
雄
さ
ん
を
迎
え
、落
語
の
登
場
人
物
た
ち
の
経
済
感
覚
か
ら

大
阪
の
経
済
今
昔
に
つい
て
語
って
も
ら
う
。

　

９
月
の
天
神
寄
席
も
大
入
り
で
、
艶
話

五
席
を
楽
し
ん
だ
が
、
ま
た
も
や
歴
史
学

徒
と
し
て
の
悪
癖
が
出
て
し
ま
っ
た
。

　

ま
ず
は
『
三
枚
起
請
』
で
、
遊
女
の
小こ

輝て
る

が
書
い
た
起
請
文
の
結
語
「
仍よ

っ
て
件
く
だ
ん

の
如
し
」
が
気
に
な
っ
た
。「
件
」
と
は
、

牛
の
体
に
人
間
の
顔
を
も
つ
「
至
っ
て
心

正
直
な
る
獣
」
で
、
こ
の
〈
人
面
牛
〉
に

誠
実
を
誓
う
締
め
言
葉
だ
。
気
に
な
っ
た

の
は
「
件
の
如
し
」
は
女
性
も
使
用
し
た

の
か
と
い
う
こ
と
。
遊
女
は
い
ざ
知
ら
ず
、

一
般
女
性
の
起
請
文
は
珍
し
い
か

ら
、
女
性
用
の
結
語
に
つ
い
て
の

知
見
は
な
い
の
だ
け
れ
ど
…
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
ら
、
高
座

で
は
『
た
ち
ぎ
れ
』
の
芸
妓
・
小
糸
が
手

紙
の
締
め
に
「
か
し
く
」
と
書
い
て
い
た
。

こ
れ
は
現
在
で
も
女
性
が
使
う「
か
し
こ
」

の
転
だ
か
ら
素
直
に
聞
け
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
に
紹
介
さ
れ
る
〈
釣

り
針
の 

よ
う
な
か
し
く
で 

客
を
釣
り
〉
の

川
柳
に
つ
い
て
は
、「
か
し
く
」
の
崩
し
字

が
釣
り
針
の
よ
う
だ
と
詠
ま
れ
て
も
現
代

人
に
は
ピ
ン
と

こ
な
い
の
で
は
、

と
心
配
し
て
し

ま
う
。
図
の
よ

う
に
「
か
し
く
」
の
草
書
は
、
正
し
く
釣

り
針
の
形
を
し
て
い
る
の
だ
。

　
「
か
し
く
」
と
い
え
ば
、
江
戸
中
期
に

実
在
し
た
遊
女
の
名
前
で
も
あ
る
。
彼
女

が
働
い
た
新
屋
敷
は
、
現
在
の
新
御
堂
筋

東
側
で
、
旧
寺
町
通
と
老
松
通
に
挟
ま
れ

た
辺
り
に
あ
っ
た
。

　

文
末
の
「
か
し
く
」
は
「
慎
し
む
」
の

意
味
だ
が
、
遊
女
「
か
し
く
」
は
、
酒
を

飲
む
と
、
慎
む
ど
こ
ろ
か
酒
乱
に
な
っ
た
。

寛
延
２
年
（
１
７
４
９
）、
深
酒
を
た
し

な
め
る
兄
を
刺
殺
し
、
３
月
18
日
に
死
罪

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
墓
は
、
新
屋
敷
近

く
の
法
清
寺
に
現
存
し
、今
も
命
日
の「
か

し
く
祭
」
に
は
落
語
の
奉
納
も
あ
る
。
墓

参
り
す
れ
ば
酒
乱
封
じ
に
霊
験
が
あ
る
と

信
じ
ら
れ
、
実
は
私
も
時
に
は
墓
参
り
の

後
に
飲
み
歩
く
の
だ
け
れ
ど
、
御
利
益
の

ほ
ど
は
、
仍
っ
て
件
の
如
し
。

笑
う
落
語
の
大
阪 

第
八
回  

髙
島
幸
次

◉
11
月
の
お
題
は「
商
人
」

落
語
／
桂 

三
風「
米
揚
げ
笊い
か
き

」　

　
　
　
林
家
花
丸「
幸
助
餅
」　

　
　
　
桂
米
團
治「
百
年
目
」

　
　
　
笑
福
亭
松
枝「
莨た
ば
こ
の
火
」

鼎
談
／
佐
藤
茂
雄（
大
阪
商
工
会
議
所
会
頭
）　

　
　
　
桂
春
之
輔（
上
方
落
語
協
会
副
会
長
）

　
　
　
髙
島
幸
次（
大
阪
大
学
招
聘
教
授
）

11
月
の
天
神
寄
席
は
、豪
商
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
カ
ギ
。

ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
前
売
り
券
を
買
う
と
お
得
!

「
天
神
寄
席
」の
前
売
チ
ケ
ッ
ト
を
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
買
う
と
、１
８
０
０
円
で
入
場
で
き
ま
す
。

い
つ
も
の
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
と
同
じ
く
、ウ
ェブ
、ハ
ガ
キ
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
申
し
込
み
を
受
付
中
。

開
催
日
／
11
月
25
日（
火
）

時
間
／
6・30 

PM
〜（
開
場
6・00 

PM
〜
／
受
付
開
始
5・45 

PM
〜
）

受
講
料
／
1
8
0
0
円（
通
常
：
前
売
2
0
0
0
円
／
当
日
2
5
0
0
円
）

支
払
い
方
法
／
当
日
、現
地
に
て
精
算

販
売
期
間
／
11
月
24
日（
月・休
）7・00 

PM
ま
で

※
ナ
カ
ノ
シ
マ
大
学
で
販
売
す
る
チ
ケ
ッ
ト
は
前
売
り
券
の
み
で
す
。当
日
券
の
販
売
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
方
法
は
Ｐ
９
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
☎
０
６・４
７
９
９・１
３
４
０

和泉の豪商が北新地で豪
遊する「莨の火」で、笑福
亭松枝師匠がトリを飾る。

桂米團治師匠は、船場の
商家が舞台になった大ネタ

「百年目」を披露。

京阪電鉄最高顧問でもあ
る佐藤茂雄さんは、落語の
大坂商人たちをどう思う？

た
か
し
ま
・
こ
う
じ

大
阪
大
学
招
聘
教
授
、追
手
門
学
院
客
員
教
授
、

大
阪
天
満
宮
文
化
研
究
所
研
究
員
な
ど
を
務
め
る
。

十
一
月
寄
席
で
は
、個
性
豊
か
な
四
名
の
商
人
が
登
場
。

ゲ
ス
ト
の
佐
藤
会
頭
は
、果
た
し
て
ど
の
タ
イ
プ
？

11
月
25
日
（
火
）

 「
大
坂
商
人
の
豪
遊
と
散
財
」

遊
女
の
恋
文
の
余
韻
。

か
し
く
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左／水面がオレンジ色に染まる
雪景色の信濃川夕景（小千谷
市）　右／新潟県の北端、村
上地方に古くから伝わる塩引き
鮭。内臓を取り、塩を擦り込んで
寒風下で3週間ほど乾かす

日時／2014年12月3日（水） 6:30PM〜8:00PM（開場6:00PM）
会場／アサヒ ラボ･ガーデン（大阪富国生命ビル4F）
講師／千葉 望
受講料／無料（新潟県のお土産付き）　定員／50名
主催／新潟県観光協会大阪観光センター
協力／アサヒ ラボ･ガーデン
運営／新潟のええとこ･うまいもんゼミナール事務局

お名前･ご住所･電話番号を明記のうえ、下記までハガキ、
ファックス、もしくはナカノシマ大学HP（ht tp : / /
nakanoshima-univ.com/）内の応募フォームからお申込
みください。ハガキ、ファックスでのお申込みの方は、複数
名でご参加希望の場合は人数分の必要事項を明記し、
講座名を必ずお書き添えください。〒530-0004 大阪市北
区堂島浜2-1-29 古河大阪ビル4F「関西にいがたゼミ」受
付係　tel.06-4799-1340　fax.06-4799-1341　※締切＝
11月19日（水）必着。応募者多数の場合は抽選とします。
受講票は当選した方のみ、11月中に発送します。

 「〝物語〟を連れてくる新潟の自然」

関
西
人
の
た
め
の

 「
新
潟
の
え
え
と
こ
・
う
ま
い
も
ん
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

  
つ
い
に
来
春
3
月
14
日
、新
幹
線
が
開
業
!

第
3
回「〝
物
語
〞を
連
れ
て
く
る
新
潟
の
自
然
」 

講
師
／
千
葉 

望

北
国
育
ち
の
凄
腕
ラ
イ
タ
ー
が

美
し
い
、と
唸
っ
た
新
潟
の
自
然
。

　
「
北
国
と
雪
国
で
は“
降
り
っ
ぷ
り
”が
違
う

ん
で
す
よ
。
私
の
故
郷
･
岩
手
の
雪
は
さ
ら

さ
ら
で
す
が
、
新
潟
は
湿
気
を
含
ん
で
重
い

の
で
、
力
を
合
わ
せ
な
い
と
雪
が
落
と
せ
な

い
。
そ
こ
か
ら
様
々
な
文
化
が
生
ま
れ
ま
す
」

　

今
回
の
新
潟
ゼ
ミ
の
講
師
は
サ
ッ
カ
ー
、

野
球
か
ら
映
画
、
古
典
芸
能
、
宗
教
、
医
療

な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
活
躍
す
る
ノ
ン
フ

ィ
ク
シ
ョ
ン
ラ
イ
タ
ー
の
千
葉
望
さ
ん
。
人

物
取
材
の
丹
念
さ
、
専
門
知
識
の
深
さ
は
も

と
よ
り
、
そ
の
人
物
を
取
り
巻
く
風
景
描
写

の
美
し
さ
が
読
者
を
引
き
つ
け
る
書
き
手
で

す
。
そ
の
千
葉
さ
ん
を
魅
了
す
る
の
が
新
潟

の
自
然
。
著
書『
旧
暦
で
日
本
を
楽
し
む
』（
講

談
社
＋α
文
庫
）
で
は
雪
深
い
新
潟
県
山
古

志
村
（
現
･
長
岡
市
）
で
の
桃
の
節
供
や
松

代
町
（
現
･
十
日
町
市
）
の
棚
田
の
春
景
色

な
ど
が
登
場
し
ま
す
が
、
た
め
息
が
出
そ
う

な
美
し
さ
が
行
間
か
ら
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

厳
し
い
ぶ
ん
だ
け
美
し
い
新
潟
の
自
然
を

出
発
点
に
「
そ
こ
で
育
っ
た
人
物
、
生
ま
れ

た
作
品
、
名
産
」
に
つ
い
て
千
葉
さ
ん
な
ら

で
は
の
名
調
子
で
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

聞
い
た
後
は
現
地
で
追
体
験
し
た
く
な
る
！

◉第3回～4回の会場は
梅田･富国生命ビル４階の多目的スペース「アサヒ ラボ･ガ
ーデン」。イベントを開催していない時間帯は快適かつ使い
勝手のいいフリースペースとして人気です。絶好調の朝の
連続テレビ小説のモデル、竹鶴政孝（マッサン）にちなんだ
講座もお見逃しなく！　11:00AM〜8:00PM　日曜休
http://www.asahigroup-holdings.com/
research/labgarden/

ちば・のぞみ
1957年岩手県生まれ。早稲田大学文学部日本文学専修卒業。ノンフィクシ
ョン･ライターとして人物インタビューやルポ、書評などを『AERA』ほか雑誌、
新聞に執筆。趣味は茶道、歌舞伎や能の鑑賞、寺社めぐり、着物、スポーツ

（全般）観戦など。著書に『実践する！仏教』（すばる舎）、『共に在りて  陸
前高田･正徳寺、避難所となった我が家の140日』（講談社）ほか。

 

◉
今
月
の
授
業

 

自
然
と
人

2015年の新潟ゼミも
強力コンテンツで展開!
第4回 1.14（水）
鷲尾圭司（水産大学校理事長）

第5回 2月（未定）　
地酒と食材を味わう会（有料）
※会場は未定
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月
16
日
（
日
）、
大
阪
大
学
医
学
部

の
学
生
が
主
体
と
な
っ
て
企
画
・
運

営
を
行
う
学
園
祭
が
開
か
れ
る
。
そ
の
名
も

「
中
之
島
祭
」
で
あ
る
。
ご
存
じ
の
通
り
、

阪
大
の
ル
ー
ツ
は
中
之
島
に
あ
る
。
吹
田
キ

ャ
ン
パ
ス
へ
移
転
し
た
後
も
、
そ
の
名
残
が

こ
ん
な
風
に
学
生
た
ち
に
受
け
継
が
れ
て
い

た
と
は
何
と
な
く
嬉
し
い
。
と
い
う
わ
け
で
、

実
行
委
員
会
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
４
回

生
に
今
年
の
祭
に
つ
い
て
聞
い
て
み
た
。

　

中
之
島
祭
の
特
徴
は
、
バ
ン
ド
演
奏
や
お

笑
い
ラ
イ
ブ
と
い
っ
た
学
園
祭
お
決
ま
り
の

も
の
だ
け
で
な
く
、
医
学
部
ら
し
い
医
療
系

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
充
実
し
て
い
る
と
こ
ろ
。

例
え
ば
、
血
管
年
齢
や
肺
年
齢
を
測
定
す
る

コ
ー
ナ
ー
は
大
人
気
で
、
毎
年
行
列
が
で
き

る
ほ
ど
。
ま
た
、
内
視
鏡
体
験
な
ど
最
新
の

医
療
技
術
を
体
感
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
は
小
さ

な
子
供
た
ち
が
目
を
輝
か
せ
る
そ
う
だ
。
実

行
委
員
長
の
福
山
馨
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
こ
う

し
た
中
之
島
祭
の
特
色
を
強
調
す
べ
く
、
今

年
は
特
に
「
医
」
に
関
わ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

拡
充
す
る
と
の
こ
と
だ
。

　

ま
た
、
同
じ
日
に
行
わ
れ
る
講
演
会
に
は

本
誌
連
載
で
も
お
な
じ
み
、
阪
大
医
学
部
出

身
で
作
家
の
久
坂
部
羊
さ
ん
が
登
場
。
医
学

部
教
授
の
仲
野
徹
さ
ん
と
の
同
級
生
対
談
も

あ
る
。
さ
ら
に
、
午
前
中
に
は
テ
レ
ビ
コ
メ

ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
も
有
名
な
宋
美
玄
さ
ん

の
講
演
も
あ
る
と
い
う
か
ら
、
恐
る
べ
し
は

阪
大
生
の
ブ
ッ
キ
ン
グ
力
で
あ
る
。

こ
ろ
で
、
こ
の
中
之
島
祭
だ
が
、
い

つ
か
ら
こ
の
名
前
で
行
わ
れ
て
い
る

の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
ら
し
い
。現
在
の「
医

学
部
の
学
園
祭
」
と
い
う
位
置
づ
け
は
、
平

成
５
年
（
１
９
９
３
）
に
医
学
部
が
最
後
に

中
之
島
か
ら
移
転
し
た
歴
史
を
思
い
出
せ
ば

納
得
だ
が
、
以
前
は
大
学
全
体
の
学
園
祭
と

し
て
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？　

医
学

部
の
担
当
部
署
に
尋
ね
て
み
た
が
詳
細
は
不

明
だ
と
い
う
。

　

医
学
部
の
中
之
島
祭
が
吹
田
で
行
わ
れ
る

一
方
、ま
さ
に
吹
田
で
行
わ
れ
る
「
吹
田
祭
」

も
あ
る
と
い
う
か
ら
や
や
こ
し
い
。
こ
ち
ら

は
工
学
部
の
学
園
祭
な
の
だ
そ
う
で
、
医
学

部
よ
り
も
ず
っ
と
早
く
、
昭
和
45
年
（
１
９

７
０
）
に
移
転
完
了
し
て
い
る
こ
と
を
思
え

ば
、
こ
れ
は
ま
た
こ
れ
で
納
得
で
あ
る
。
さ

ら
に
豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
春
の
「
い
ち
ょ

う
祭
」、
秋
の
「
ま
ち
か
ね
祭
」
が
あ
り
、

こ
れ
ら
は
文
系
学
部
の
学
園
祭
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
お
り
、
他
の
学
部
の
学
園
祭
に
は
あ

ま
り
参
加
し
な
い
ら
し
い
。

　

学
部
ご
と
に
独
立
自
治
の
気
風
が
強
い
と

い
う
こ
と
な
の
か
、
単
に
移
転
時
期
や
場
所

が
分
か
れ
た
た
め
に
そ
う
な
っ
た
の
か
。
細

か
い
こ
と
は
抜
き
に
し
て
、
こ
れ
も
中
之
島

が
結
ん
だ
縁
。
卒
業
生
や
関
係
者
で
な
く
て

も
入
場
で
き
る
の
で
、
島
民
読
者
も
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
み
て
は
。

取
材・文
／
大
迫 

力（
本
誌
）

11

と

阪
大
の
学
園
祭
に

中
之
島
と
の
つ
な
が
り
が
残
っ
て
い
た
。

大阪大学医学部 中之島祭
ステージ企画や模擬店、喫茶店といった学園祭らしいプログラムだけでなく、
さまざまな機器を使った測定コーナーやAED体験、医療器具を楽しく体験で
きるコーナーなど、医療関連プログラムも盛りだくさん。吹田キャンパスへは、
京阪電車ユーザーなら門真市駅から大阪モノレールが便利。
日時／11月16日（日）10：00AM〜6：00PM頃
場所／大阪大学医学部キャンパス
http://www.nakanoshimasai.com/index.html

久坂部羊さんによる特別プログラム
日時／11月16日（日）0:30PM〜2:00PM　定員／250名（当日先着順）
会場／銀杏会館　阪急電鉄・三和銀行ホール　参加費／無料
◎プログラム　講演会「医師が筆を執るとき」　0:30PM〜1:00PM
　　　　　　対談 久坂部羊×仲野徹　1:00PM〜1:30PM
　　　　　　質疑応答・討議 久坂部羊×阪大生　1:30PM〜2:00PM

上／中之島祭実行委員会
のメンバー。左から広報担当
の春名健伍さん、副委員長
の細井美帆さん、山本暁大
さん、委員長の福山さん。今
の阪大医学生にとって中之
島と言えば、イルミネーション
や美術館など、「お出かけ」
の場所のよう。ちなみに先生
方には中之島を懐かしく思う
人が多いらしい。理由は「北
新地が近いから」だそう。
左／医療関連ブースの案内
役はすべて現役の医学生た
ち。彼らにとっての勉強とい
う側面もあるそうだ。

毎
年
恒
例
の「
橋
洗
い
」

地
元
の
人
た
ち
の
手
で
き
れ
い
に

毎
年
恒
例
の「
橋
洗
い
」

地
元
の
人
た
ち
の
手
で
き
れ
い
に

毎
年
恒
例
の「
橋
洗
い
」

地
元
の
人
た
ち
の
手
で
き
れ
い
に
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こ
れ
は
ま
た
こ
れ
で
納
得
で
あ
る
。
さ
ら
に

豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
春
の
「
い
ち
ょ
う

祭
」、
秋
の
「
ま
ち
か
ね
祭
」
が
あ
り
、
こ

れ
ら
は
文
系
学
部
の
学
園
祭
と
し
て
捉
え
ら

れ
て
お
り
、
他
の
学
部
の
学
園
祭
に
は
あ
ま

り
参
加
し
な
い
ら
し
い
。

　
学
部
ご
と
に
独
立
自
治
の
気
風
が
強
い
と

い
う
こ
と
な
の
か
、
単
に
移
転
時
期
や
場
所

が
分
か
れ
た
た
め
に
そ
う
な
っ
た
の
か
。
細

か
い
こ
と
は
抜
き
に
し
て
、
こ
れ
も
中
之
島

が
結
ん
だ
縁
。
卒
業
生
や
関
係
者
で
な
く
て

も
入
場
で
き
る
の
で
、
島
民
読
者
も
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
み
て
は
。

ラ・グリルーデン
☎06-6450-4352

（ラグナヴェール大阪内）
11:30AM～3:00PM

（LO2:00PM）　
6:00PM～2:00AM

（フードLO10:00PM／
ドリンクLO1:30AM）　
土・日・祝休

ラムレーズン、フランボワーズ、ミント、オレン
ジなどショコラは１粒300円。デザートとして
はもちろん、シャンパンやウイスキーに合わ
せるのもいい。

フルーツがたっぷりのった
パンケーキはソフトドリンク
とセットで1,000円。

しっとりした口当たりの中
に牛肉の旨みが感じられ
る新メニューの牛ランプ
肉のタタキ1,080円。

　

毎
年
秋
の
恒
例
行
事
に
な
り
つ

つ
あ
る
中
之
島
の
「
橋
洗
い
」。
今

年
も
１０
月
４
日
に
中
之
島
ガ
ー
デ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
で
行
わ
れ
た
。
こ
の

行
事
は
な
に
わ
八
百
八
橋
「
橋
洗

い
」
実
行
委
員
会
、
北
新
地
ま
ち

づ
く
り
実
行
委
員
会
の
主
催
で
行

　

北
新
地
に
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
［
ラ
・
グ
リ
ル
ー
デ
ン
］。
厳
選

ビ
ー
フ
の
ラ
ン
プ
肉
ス
テ
ー
キ
を

始
め
と
す
る
肉
料
理
と
、
ワ
イ
ン

の
進
む
「
フ
レ
ン
チ
お
で
ん
」
と

い
う
意
外
な
二
枚
看
板
の
組
み
合

わ
せ
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
早
く
も
新
し
い
メ

ニ
ュ
ー
が
登
場
。
パ
テ
ィ
シ
エ
が

手
作
り
す
る
シ
ョ
コ
ラ
や
パ
ン
ケ

ー
キ
な
ど
の
デ
ザ
ー
ト
が
加
わ
っ

た
。
ま
た
、
ラ
ン
プ
肉
の
タ
タ
キ

な
ど
得
意
の
肉
料
理
も
よ
り
充
実
。

営
業
時
間
も
深
夜
２
時
ま
で
延
長

し
、
使
い
勝
手
も
良
く
な
っ
た
。

忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
も
間
近
、
北
新

地
遊
び
の
強
力
な
カ
ー
ド
に
な
り

そ
う
だ
。　
（
大
迫 

力
・
本
誌
）

「新潟ぽんしゅバル・お越しや」
「雪中梅」「越乃景虎」などの地酒はグラスで
380円～。仕事帰りにさっと一杯、と言わずの
っぺ（380円）やワタ入り丸干しイカ（480円）を
アテに、締めのコシヒカリおにぎり（200円）ま
で堪能しよう。
期間／2015年３月31日（火）まで ※予定
時間／5:00PM～11:00PM

（L.O.10:30PM）　
定休日／日曜休・祝日不定休
問い合わせ☎06-6947-3123　
※予約不可

ト
ウ
ミ
ン
月
報

２０１４年１１月１日発行

度
に
楽
し
め
る
店
は
な
か
な
か
な

い
そ
う
。「
新
潟
の
お
酒
は
『
食
中

酒
』
が
中
心
。
料
理
の
味
を
引
き

立
た
せ
て
く
れ
る
ん
で
す
」
と
、

バ
ル
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た
新
潟

県
観
光
協
会
の
高
橋
昌
孝
さ
ん
。

そ
れ
な
ら
ば
と
、
の
っ
ぺ
（
サ
ト

イ
モ
や
根
菜
を
煮
込
ん
で
イ
ク
ラ

を
散
ら
し
た
新
潟
の
家
庭
料
理
）

や
、
か
ん
ず
り
な
ど
ご
当
地
調
味

料
を
使
っ
た
郷
土
料
理
を
、
地
酒

と
共
に
い
た
だ
い
た
。
来
年
３
月

の
北
陸
新
幹
線
開
通
ま
で
待
ち
き

れ
な
い
人
は
、
ぜ
ひ
大
阪
で
新
潟

の
味
を
先
取
り
し
て
も
ら
い
た
い
。

（
江
口
由
夏
・
本
誌
）

　

本
誌
で
開
催
告
知
し
て
い
る
「
新

潟
の
え
え
と
こ
・
う
ま
い
も
ん
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
」
を
主
催
す
る
新
潟
県

観
光
協
会
が
、
こ
の
１０
月
に
［
新

潟
ぽ
ん
し
ゅ
バ
ル
・
お
越
し
や
］

を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　

京
阪
電
車
天
満
橋
駅
か
ら
徒
歩

５
分
の
ビ
ル
地
下
。
歓
迎
し
て
く

れ
た
割
烹
着
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
と
、

こ
じ
ん
ま
り
し
た
気
安
い
立
ち
飲

み
ス
タ
イ
ル
の
店
内
は
、
ま
さ
に

新
潟
の
居
酒
屋
の
よ
う
な
た
た
ず

ま
い
だ
。
目
玉
は
、
常
時
３０
種
類

ほ
ど
を
揃
え
た
新
潟
の
地
酒
。
地

元
で
も
、
こ
れ
だ
け
の
種
類
を
一

わ
れ
、
中
之
島
ま
ち
み
ら
い
協
議

会
も
協
力
し
て
い
る
。

　

こ
の
日
は
北
新
地
の
飲
食
店
関

係
者
や
地
元
企
業
で
働
く
人
た
ち
、

今
年
か
ら
加
わ
っ
た
今
宮
戎
神
社

の
福
娘
の
み
な
さ
ん
も
加
わ
り
、

約
２
０
０
人
が
ブ
ラ
シ
を
持
っ
て

ゴ
シ
ゴ
シ
。
環
境
に
配
慮
し
、
川

に
流
し
て
も
影
響
の
な
い
洗
剤
を

使
っ
て
き
れ
い
に
１
年
の
汚
れ
を

落
と
し
た
。

　

参
加
し
た
中
之
島
の
企
業
で
働

く
会
社
員
の
方
は
、「
ふ
だ
ん
は
通

り
過
ぎ
て
い
た
け
れ
ど
、
け
っ
こ

う
汚
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。
参
加

す
る
こ
と
で
、
こ
ん
な
風
に
き
れ

い
な
街
を
ず
っ
と
維
持
し
て
い
き

た
い
と
い
う
気
持
ち
が
湧
い
て
き

ま
し
た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。
こ

う
し
た
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
中
之

島
の
美
し
い
風
景
が
保
た
れ
て
い

る
わ
け
だ
。　
（
大
迫 

力
・
本
誌
）
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毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

編集・発行人／江 弘毅（編集集団140B）
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若狭健作　綱本武雄（株式会社 地域環境計画研究所）　
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祝 祭 へ よ う こ そ 。

　
［
ク
リ
ス
チ
ャ
ン 

ト
ル
チ
ュ
］
は
、

パ
リ
を
拠
点
に
活
躍
す
る
フ
ラ
ワ
ー
デ

ザ
イ
ナ
ー
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ト
ル
チ

ュ
氏
の
名
を
冠
し
た
フ
ラ
ワ
ー
ブ
テ
ィ

ッ
ク
だ
。
自
然
へ
の
深
い
愛
を
斬
新
な

ア
イ
デ
ア
で
表
現
し
た
ブ
ー
ケ
や
装
花

は
「
ト
ル
チ
ュ
・
ス
タ
イ
ル
」
と
呼
ば

れ
、
世
界
中
に
影
響
を
与
え
て
き
た
。

　
［
ク
リ
ス
チ
ャ
ン 
ト
ル
チ
ュ
］
が
大

切
に
し
て
い
る
も
の
の
一
つ
に
、「
メ

テ
ィ
サ
ー
ジ
ュ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

色
や
香
り
な
ど
植
物
が
持
つ
自
然
の
状

態
を
存
分
に
活
か
す
こ
と
で
あ
り
、
ロ

ワ
ー
ル
地
方
の
自
然
美
を
見
て
育
っ
て

き
た
ト
ル
チ
ュ
な
ら
で
は
の
思
想
と
言

え
る
。　

例
え
ば
、
ト
ル
チ
ュ
に
よ
っ

て
世
界
的
に
広
ま
っ
た
「
ブ
ー

ケ
・
ロ
ン
」（
＝
丸
い
ブ
ー
ケ
）。

贈
ら
れ
た
誰
も
が
、
手
持
ち
の

器
で
ど
ん
な
風
に
飾
っ
て
も

美
し
く
見
え
る
よ
う
に
と
考

案
さ
れ
た
。
丸
い
形
で
あ
れ

ば
、
ど
ち
ら
が
前
か
後
ろ

か
と
い
っ
た
こ
と
を
気
に

す
る
こ
と
な
く
、
ど
こ
か

ら
眺
め
て
も
き
れ
い
に
見

え
る
。
ト
ル
チ
ュ
に
と
っ

て
は
、
前
や
後
ろ
と
い
っ

た
概
念
も
人
工
的
な
も
の

な
の
だ
。

　

ま
た
、
ク
リ
ス
マ
ス
シ

ー
ズ
ン
の
ホ
ー
ム
ア
ク
セ

サ
リ
ー
と
し
て
も
ぴ
っ
た

り
の
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ

ワ
ー
も
、
ト
ル
チ
ュ
を
象

徴
す
る
デ
ザ
イ
ン
だ
（
上

写
真
）。
バ
ラ
だ
け
で
な

く
ベ
ー
ス
に
も
自
然
素
材

（
ベ
ル
ベ
ッ
ト
リ
ー
フ
）
を
用
い
、
ど

ん
な
シ
ー
ン
に
も
溶
け
込
め
る
よ
う
に

ア
レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
る
。

　

自
然
の
美
し
さ
を
追
究
す
る
ト
ル
チ

ュ
・
ス
タ
イ
ル
で
は
、
風
に
吹
か
れ
た

時
の
動
き
や
太
陽
の
光
に
よ
っ
て
で
き

る
影
も
ま
た
、
花
の
魅
力
で
あ
る
と
考

え
る
。
時
に
は
飾
り
気
の
な
い
野
草
を

加
え
た
り
、
野
菜
や
果
物
を
取
り
入
れ

た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
。
こ
う

し
て
生
み
出
さ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
は
、
と

て
も
新
鮮
に
映
る
と
同
時
に
、
そ
の
感

性
は
四
季
を
大
切
に
す
る
日
本
人
に
と

っ
て
も
共
感
し
や
す
い
も
の
で
も
あ
る

だ
ろ
う
。

華やぐ街に誘われてフェスティバルプラザの「技」　8

 自然そのものの美しさを
感じられるフラワーデザイン。
 ［クリスチャン トルチュ］ ●フラワーブティック

自然は緑から始まるという概念を大
切にする［クリスチャン トルチュ］で
は、グリーンをメインにしたブーケも。

ベルベットリーフタンブラー仕立てのプリザーブドフラワーは1ローズ3,240円から（写
真は5ローズ）。生花と変わらない風合いを長く楽しむことができる。

クリスチャン トルチュ
中之島フェスティバルプラザ店
●中之島フェスティバルタワー 1F

　ブーケやアレンジメントは、さまざまなシーンに似合うよ
う予算に応じて丁寧に作ってくれる。事前に色や花材
の好みを伝えておくと、よりスムーズに受け取ることがで
きる。その他、オリジナルフラワーベース（花器）やフラン
ス直輸入のフレグランスキャンドルなども販売している。
☎06-6208-0033　10:00AM〜8:00PM　不定休
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大「島民」MAP 橋を渡って通う人、川を見ながら帰る人、
みんな「島民」です!

●京阪電車関連　京阪電車主要駅／京阪シティモール／京阪モール／デリスタ天満橋店／ホテル京阪天満橋／ホテル京阪京橋 
●大阪市北区・中央区・福島区　［書店］旭屋書店 梅田地下街店／カペラ書店／紀伊國屋書店 梅田本店／紀伊國屋書店 グランフロント大阪店／紀伊國屋書店 本町店／ジュンク堂書店 大阪本店／ジュンク堂書店 
梅田ヒルトンプラザ店／ジュンク堂書店 天満橋店／MARUZEN&ジュンク堂書店 梅田店／スタンダードブックストア／天牛堺書店 大江橋店／ブックファースト 淀屋橋店／文教堂書店 淀屋橋店／隆祥館書店

［公共施設・大学関連施設など］アイスポット／朝日カルチャーセンター／味の素 食のライブラリー／ABC朝日放送／大阪企業家ミュージアム／大阪倶楽部／大阪工業技術専門学校／大阪国際会議場／大阪市中央公会
堂／大阪市立中央図書館／大阪市役所市民情報プラザ／大阪城天守閣／大阪商工会議所／大阪大学中之島センター／大阪21世紀協会／大阪府立中之島図書館／大阪ボランティア協会／大阪歴史博物館／追 
手門学院 大阪城スクエア／川の駅はちけんや／関西学院大学 大阪梅田キャンパス／慶應大阪シティキャンパス／国立国際美術館／CITY NAIL'Sインターナショナルスクール／芝川ビル／市立住まい情報センター／中
央電気倶楽部／ホテルNCB／メビック扇町／立命館大阪オフィス／龍谷大学大阪梅田キャンパス

［店舗・医院など］アリアラスカ マーブルトレ／アンドール 本町本店／上町貸自転車／Ultra 2nd／江戸前鰻料理 志津可／天満橋鍼灸整骨院／MJB珈琲店／大西洋服店／OOO(オーー)／カセッタ／喫茶カンターロ／喫
茶SAWA／グランスイート中之島／黒門さかえ／コモンカフェ／The Court／サトウ花店 中之島本店／ザ・メロディ／シアトルベストコーヒー新関電ビル店／じろう亭／Girond's JR／心斎橋山田兄弟歯科／住友病院／セブ
ンイレブン大阪証券取引所店／タピエスタイル／たまがわ鍼灸整骨院／東郷歯科医院／NAKAGAWA1948 淀屋橋店／ナンジャーノ／パストラーレ／花かつ／BAR THE TIME 天神／平岡珈琲店／ビルマニアカフェ／フ
レイムハウス／ミニジロー／宮崎歯科／やきとりばかや／吉田理容所／ラ・クッカーニャ／LES LESTON
●大阪市内その他　［書店］大阪書店／紀伊國屋書店 京橋店／なんばミヤタ／福島書店／柳々堂／ルーブル書店　［公共施設・大学関連施設など］大阪市社会福祉研修・情報センター／大阪市立図書館 ／川口基督
教会　［店舗・医院など］あじさい／アートアンドクラフト／欧風食堂 ミリバール／大阪市信用金庫 江戸堀支店／御舟かもめ／Calo Bookshop and cafe／写真とプリント社／鳥かごキッチン／ネイルサロン スワンナ／バル
ピコ／ホステル64オオサカ／MANGUEIRA／Loop A　
●大阪府下　旭屋書店 京阪守口店／学運堂／Books 呼文堂／水嶋書房 くずはモール店／大阪狭山市立図書館／大阪大学企画部広報・社学連携事務室／大阪大学 21世紀懐徳堂／大阪大学本部／寝屋川市役
所／摂南大学 地域連携センター／郵政考古学会／ゆったりんこ
●大阪府以外　ジュンク堂書店 西宮店／恵文社 一乗寺店／水嶋書房 丹波橋店／伊丹市文化振興財団／川のほとりの美術館／納屋工房／タバーン・シンプソン／百練／奈良県立図書情報館

『月刊島民』はここでもらえます。

バックナンバーをご希望の方には１冊100円（手数料）でお譲りしています。なお、品切れの号もありますが、予めご了承ください。お問い合わせは下記の電話番号まで。

毎月確実に読みたい方は、ぜひお申し込みください。まずは下記の電話番号までお問い合わせ下さい。

◎バックナンバーお譲りします。

◎定期購読も受け付け中です。

編集・発行人／江 弘毅（編集集団140B）
編集・発行／月刊島民プレス　
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制作進行／堀西 賢（ALEGRESOL）
デザイン／山﨑慎太郎　
表紙イラスト／奈路道程
印刷／佐川印刷株式会社

次号予告生きた建築へ行きたい。
ナカノシマ大学10月講座も大好評。「生きた建築」ミュージアム
フェスティバルの当日の様子と後日談をたっぷりお届けしよう。

●『月刊島民』vol.77は2014年12月１日発行です!
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堂島クロス
ウォーク

大阪府庁

ホテル京阪
天満橋

阪神
百貨店

阪急百貨店

阪急梅田駅

大阪
駅

大阪天満宮駅
地下鉄谷町線

曽 根 崎 通JR東西線

住友病院
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筋

堺
筋
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堂
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わ
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谷
町
筋

上
町
筋

天
満
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筋

地
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谷
町
線

大
川

地

地
下
鉄
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堂
筋
線下

鉄
四
つ
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線

肥
後
橋

ド
ー
チ
カ

駅

本
町
駅

本
町
駅

堺
筋
本
町
駅

福島
駅

北新地駅

阪神
梅田
駅

西
梅
田
駅

東
梅
田
駅

梅
田
駅

福島
駅

阪神
本線

新福
島駅

扇
町
駅

天満駅

南
森
町
駅

天
神
橋
筋

新
御
堂
筋

なにわ橋駅

京阪本線

日本銀行
大阪支店

御霊神社

靱公園

愛日会館

淀
屋
橋
駅

北御堂
大阪市
中央卸売市場

大阪倶楽部

大阪
天満宮

大阪府立
中之島
図書館

クリスチャン トルチュ（中之島フェスティバルタワー1F／P14）

ABC
朝日放送

アートエリアB1

12/15
ナカノシマ大学
開催!

12/15
ナカノシマ大学
開催!

天満天神繁昌亭
（P10）

中之島バンクス
中
之
島
駅

大阪市
中央

公会堂

古河大阪ビル

堂島リバー
フォーラム

アサヒ ラボ・ガーデン
（大阪富国生命ビル4F／P11）

ダイビル本館

OMMビル

大阪
市役所

大阪市立
科学館

リーガロイヤルホテル

NCB
ホテル

大阪国際会議場

11/18
ナカノシマ大学
開催!

11/18
ナカノシマ大学
開催!

国立国際
美術館

東洋陶磁美術館

芝川ビル
（P9）

ラ・グリルーデン（ラグナヴェール大阪１F／P13）

グランフロント大阪

追手門学院
大阪城スクエア

大阪大学
中之島センター

大阪城
新潟ぽんしゅバル

お越しや
（P13）

※『月刊島民』10月号P14に掲載した［ラ・グリルーデン］の店舗位置に誤りがありました。
正しい位置は今号のマップをご参照ください。お詫びして訂正いたします。
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Printed in Japan

京阪沿線の紅葉名所
三千院、実相院、鞍馬寺、もみじのトンネル（叡山電車）、八瀬、圓光寺、
法然院、真如堂、永観堂、南禅寺、青蓮院、高台寺、泉涌寺、毘沙門堂、
醍醐寺、三室戸寺、宇治橋上流、善法律寺、男山、嵐山、北野天満宮、
常寂光寺、比叡山延暦寺、三井寺、石山寺、日吉大社

京阪電車主要駅の K PRESS 2014 秋の増刊号またはホームページをご覧ください。

11/30（日）までの土・日・祝・休日に運転

9時～19時※土・日・祝・休日は17時まで

京阪電車お客さまセンター
☎06-6945-4560

お問い
合わせ

2014月刊島民（11月）表４
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